
1． 編成概要

2．主な事業

子育て支援の充実

(1)

地域経済の活性化

(1)

(2)

(3)

(4)

防災・減災対策の推進

(１)

(２)

農業の振興

(1)

(2)

(3)

3． 補正予算の規模 4． 議案等

（単位：千円） ○承認案 1 件

○予算案 2 件

％ ○条例案 11 件

％ ○事件案 8 件

％ ○人事案 3 件

％ （計 25 件）

○報告 21 件

子育て世帯生活応援事業 436,000

❷

令和7年6月定例会補正予算等の概要

　今回の補正予算では、❶物価高騰に対応した子育て支援を充実させるほか、❷地域経済を一層活性化する。
また、❸防災・減災対策を引き続き全力で推し進めるとともに、❹農業の振興などにも取り組む。

❶子育て支援の充実
　食料品の価格高騰の影響を受けている子育て世帯を応援するため、１８歳以下の児童１人当たり
４,４００円分の「おこめ券」を配付する。
❷地域経済の活性化
　国の交付金を活用して、ロープウェー商店街に集客・文化発信拠点を整備する費用を補助し、
中心市街地を活性化する民間の取組を後押しすることで、まちの魅力や回遊性を高める。
　また、松山空港で上海線の運航が再開されるのに伴い、県と連携して、航空会社や旅行会社を支援するほか、
無料送迎バスなどの費用を追加で補正し、国際線の利用促進と一層の観光誘客につなげる。
❸防災・減災対策の推進
　災害発生時の住宅等の被害認定調査をDXで効率化し、罹災証明書の発行までの時間をさらに短縮して、
被災後の早期の生活再建につなげる。また、県内市町が共同でこのシステムを調達して共通化することで、
災害時の相互応援体制を強化する。
　自主防災組織の活性化では、令和６年度に作成した「避難所開設・初動対応プログラム」を活用し、
実践的な訓練を実施する。
❹農業の振興
　農業の生産性を高め、作業を省力化する機械の導入を支援するほか、薬剤散布用ドローンの購入費用を補助し、
農業ＤＸを一層推し進める。

　そのほか、令和8年８月に松山市で開催されるオールスター競輪の機運を高め、市の内外に広く発信するため、
広報やイベントを実施するほか、効果的な運営に向け準備を進める。
　また、国の重要文化財「渡部家住宅」を適切に保存・公開することで、地域の文化振興に生かすとともに、
文化財保護の意識向上につなげる。

（単位：千円）

❶

❹

松山空港利用促進協議会負担金事業 12,755

❸

地域の魅力をつなぐミュージアム整備事業 （商店街等活性化事業） 50,000

国際観光客誘致促進事業 36,141

松山空港国際化支援事業補助金 15,475

環境保全型農業直接支援対策事業 6,856

経営所得安定対策等推進事業 3,234

罹災証明発行等システム導入事業 29,337

避難所開設・初動対応訓練推進事業（自主防災推進事業） 2,200

3,074

区分 6月補正額 累計 対前年同期伸率

農業ＤＸ推進事業 1,686

・ オールスター競輪開催事業 45,660

オールスター競輪開催事業（債務負担行為） （R7～８限度額） 200,000

一般会計 851,188 238,011,188 4.62

特別会計 45,660 151,142,860 △ 1.57

・ 渡部家住宅保存管理事業

公債管理特別会計 17,747,600

合計 896,848 457,848,548

企業会計 50,946,900 △ 0.57

計 896,848 440,100,948 1.80
－

－


